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守武千句の自跛には「此道の式目いまだ見ず」という記
述が見える。「此道」とは勿論俳諧のことで、
この記述よ
り俳諧の式目
は当時まだ存在していなかったこ
とが知れる。
しかし、
式目は存在していなかったにしても、
「俳諧の連
歌」はそれよりずっ
と以前から作られており、
宗祗、
兼戴
といった超一流の迎歌師たちもまた俳諧を嗜んでいた。
そ
れでは、
式目
なしに詠まれて
いた宗祇や兼載の時代の俳諧
連歌の去嫁はどのようであっ
たのだろ
うか。
それが、
本稿
が取扱う最初の問題である。
兼載の独吟と伝えられる「花よりも実こそほしけれ桜鯛」
を発句とす
る俳諧百韻がある。
これは
発句からも知れるよ
うに純然たる俳諧体 作であり、
しか
も百韻全句が伝えら
れている点において、
守武千句以前の俳諧
連歌の去源の実
態を知る上でこの上な
い資料というべき
ものであるが、
こ
の作品について次のよう 見解（注1)が述ぺられていろ。
作法は
というと、迎歌では七か所出すべき月を初裂三句
目に一っ、発句で花を詠んでいるかと思うと
、
三裏の二句目と
・、、
名残ノ表の五句目で詠んでいると うありさまで、
全く
迎
、、、、、、、 、、
、、、、、、、、、、、
歌の作法にこだわらず、
気随気まま
に詠んでいる。
も
ちろん本迎歌の余興として
詠み捨てに近い気軽さで
のびのび詠ん
だからであろう（下略、
傍点勢田）
この見解は、
迎歌でよく言わ
れる所謂「四
花七月」の規
定にこの俳諧百韻が適っていないことを指摘し
、そ
れをも
ってこの作品が連歌の作法を無視していることの証としようと
するものである。
しか
し、
連歌が四花七月の作法に従
って作られるようになるのは、
私の調査した所では兼載の
没後五、
六十年ほどの時からのことであり、
それ
以前にも
水無源三吟のように四花七月に適った 品はあるが、
それ
は結果的に偶然そうなっている
だけのことである。
兼戦の
勢
連歌式目との関係について鯰じ、
畳字俳諧百韻の錯簡の可能性を指摘す
田
兼載独吟俳諧百韻、宗祇独吟畳字俳諧百韻の再検討
勝
郭
-58-
時代ではどうであったかというと、ま
ず「
花」
は、折
を
嫁い四句以下であり
さえすれば、
三句で
もよ
かったし、
二句でも式目違反 はなかった。
従って、この作品に「花」
が三句（私の考えでは二
句、
注2)しか存在しないことは、
決して迎歌の式目無視を意味するものではない。また「月」は、
互いに七句以上を隔てていさえすれば、一面に月の句
が二度詠まれようと、また
月の句のない而がいくらあろう
と構わなかった。
従って
百韻一巻中「月
」の数は、
最高十
三句まで可能で、下限は別段月 句が一句も詠まれなくも、それは決して式目違反ではなかったの ある。
と言っ
ても常識的な線はや り
あり、
純正迎歌の場合五？十句の
範囲にほとんどおさまる。
管見に鰍れた
うち「月」の最も
少ない迎歌は難波田千句の第二「何船」で、
これに
は「月」
は三句しか存在しない（迎歌集習本に
よる）。
この俳諧百
韻の「月
」の数は、
それよりも更に少なくなった一句であ
り、
それはやはりー式目違反
ではないが
1普遥でばな
い。
しかし、
普通で
ないと言うだけなら、
この作品は最初
から普通ではないーーつまり、
百韻全句を俳諧
体で付けと
おそうとするもの のである。
しかも、その俳諧体たるや、
「はだかになら
ばさていかにせむ／人の物我ふところにぬ
すみ入」と
か、「うしろむ
きてぞせをかゞめける／こかっ
しき
流石に道をしりぬらん」という付合のととく、極めて
卑俗性の濃厚なものなのである。そのような卑俗性の狽厚な俳諧体で百韻を付けとおそうとすれば、
どうしても花烏
風月よりも
世事人心の有様に多く題材が求められることに
なろう。特に月は、
卑俗さとは緑遠い静寂•清澄のイメー
ジを喚起する点 おいて、
花などよりはるかにこのような
場合取りあげにくい図材 あると言えよう。
それが、
結果
的にこの作品
における
「
月」の数を僅か一句にとどめた根
本の要因であった
のではある
まいか。「
月」が一句しか存
在しないこ
とは確かに普通ではない。
しかし
それは式目違
反では決してなく
、
この作品の根本の意図を考慮すれば、
まず納得できることだと私に
は考えられる
。、
、、、
、
、
以上、
兼載の俳諧百韻の花•月の配脱が当時としては迎
歌の規則に違反したも ではないことを示したe
従ってこ
の作
品がどの程度述歌の規則に沿っているか、
あるいは外
れて
いるかは、
別な点から検討しなくて
はならない。
辿歌の実際の場
にお
いて付句
をなすに
あたって第一に注
意すぺきことは、
同一の話や表現・同種の句材・同類 句
についての回数・間隔・連続
の制限に違反しないよう、う
まく前句に付けると
いうことである。
この点について、
主
要な所を調査してみよう。
句意の理解できない所や、
判断
に迷った点も少なからずある
が、
表ーがその一応の結果で
ある。
これより、
次のような連
歌式目に
対する違反の存し
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．ていることが知れる。
①「旅」の語は一座二句物があろが、初ゥ1（初折裏の第一
句の
略。下同）、ニオ13、三ゥ5と三
句に用い
られている
。
②名オ12し13と、春の句が二句
で去てられている。
③初オ3と初オ8
と、五
句
以上を隔つぺき居所が四句を
隔つのみである。
④三ウ8と三ゥ13と、五
句以上を隔つぺき釈教
が四
句
を
隔つのみである。
⑥名オ6と名オ12と、七句以上を隔つぺき同季（春）が
六句を隔つのみである。
®ニオ2と
ニオ
7と、五句以上を隔つぺき同字の語（た
だ）が三
句を隔つのみである。
⑦同じく「する」が、ニウ12と三オ2と、三句 開 の
みである。
⑧同じく「人」が、ニウ13と三オ4と、四句を隔つのみ。⑨同じく「持」が、三ゥ8と三ウ11と、二句を隔つのみ。⑩同じく「無」が、三ゥ13と名オーと、一句を隔つのみ。⑪同じく「無」が、名オーと名オ4と、二句を隔つのみ。⑫同じく「杖」が、名オ14と名ウ3と、二句を隔つのみ。⑬初ウ1と初ゥ3
と、二句以上
を隔つぺき人倫が打越で
詠まれている。
⑭同じく初ウ11と初ゥ13と、人倫打越゜
⑮同じく初ゥ13とニオ1と、人倫打越。⑱同じくニゥ5とニウ7と、人倫打越゜⑰同じくニゥ7
とニウ9と、人倫打越゜
以上で十七例を数える。この値は、純正迎歌に対して同
じ調査をし
た場合に得られる伯（普通数例。＋例を越える
ことはまず無い）に比ぺ、かなり多い。そ
の点確かにこの
作品は曾通でない（笞通でないと言えば、他に「つA」留りが上句に用
いられていることもーーそれも三句もー_式
目違反ではないが目立つ）。しかし この事実をもってそのままストレートにこの作品が「気随気ままに」作られたものだとい
うこ
との証とで
きるかと言えば、私の答は否で
ある。一っ―つの違反例 ついて、検討してみよう。
⑤は七句去りが六句、③④⑧は五句
去りが四句
と、それ
ぞれ規定より一句近くなっている例であるが、このような例は純正迎歌においてもしばしば見られることで とりたてて難とするに足りな 。
た、①の「旅」の語が三句に
用いられているのも同様である。例と て宗祗の代表作の一っ「三島千句」の
第三「何人」を
とりあげることにする
と、そこでは
、「時雨の末の雪のしら雲（三ゥ10)」「霜
こほる山のかたぎしったひ佗（名
オ3)」と、同季（冬）
が六句を隔つ み
で詠まれているし、「牛かふ剛中日は必
にけり（三オ
12)」と「其萩ちる酎ぺのさをしかけさ嗚て
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（ 三 ゥ 3 ) 」 、 ま た 「 こ え ゆ け
ば な を 霜 ま よ
ふ 春 の 山 （ 三
・オ
3)
」 と 「 見 ぬ 国 里 の
旅 の 末 々 （ 三 オ 8 ) 」 な ど の よ う
に 、
五句以
上 を 際 つ べ き 「 同 字 」 や 「 旅 の 句 」 が 四 句 を 際
つ の み で 詠 ま れ て
いる例
も見える。
更に「うつりかはるは
たゞ旅のそら（初オ
6)
」「
う
き 豚 は 誰 あ は れ み も う け ま
ほ し （ ニ オ l ) 」 「 見 ぬ 因 里 の 旅 の 末 々 （ 三 ォ 8 ) 」 と 、「旅」の語が三句に用いられてもいるのである。
⑥⑦⑨
⑪ は 「 た だ 」 「 す る 」 「 持 」 「 無 」 と い っ た 語 が
三 句 、
あ る い は 二 句 を 隔 つ の み で 詠 ま れ て い る
例であるが、
、 、
、、、、
こ の よ う な 印 象 の 弱 い 語 の 場 合
には、
純 正 述 歌 に お
いても
か な り 例 が あ る 。 例
えば「
三 島 千 句
」 の
第 二 「 何 船」 で は 「 今
� 
こんの末におもへば
いさしらず（ニ
オ
5)
」「
春 を や お も ふ
し が の 海 士 人 （ ニ オ
8)
」 、
第九「朝何」では「
Xl
いかな
ら ん 人 の ゆ く す ゑ （ 初 ウ 8 ) 」 「 跡 ふ る き 井 手 の ． 欺 冬 又 やみん（初ウ
11
)」のととく、「思」あるいは「又」といっ
た 語 が 二 句 を 熙 つ の み で 詠 ま れ て い る 。
・⑫
は「
杖
」 の 語 が 二 句 を 屈 つ の み で 詠 ま れ て い る 例 で あ
る 。 「 た だ 」 な ど と 違 い こ の よ う に 印 象 の 強 い 語 が 僅 か 二
．
句 去 り で 詠 ま
れている例は、純正迎歌に
おい
て私
の 潤 査 し
た限り他になく、従って
テキストに問題がないなら、これ
は こ の 作 品 と 述 歌 式 目 と の 製 係
において強い難とせねば
な
らな
い ● し か し 名 ウ 8 の 「 き り き ざ む 漆 の
杖の
か
せ者に」
とい
う句の中の
「杖」の語は、一句の意味の上からも、
前
（かれたる殿のすめる川
ばた）後（手足をみれば
かよげな
りけり）の句との付合の上から
も、
用いられねばならない
必 然 性 は 感 ぜ ら れ ず 、
誤筆の可能性が強いと私は思う。大
胆 な 推 測 を す れ
ば 、 「 杖 」 は 「 技 」 と あ る ぺ き
ではあるま
い か 。 そ し て 、
前 句 の
「
か れ た る 」 に 対 し て 「 技 」 、 「 殿 」
に 対 し て 「 か せ 者 」 、 「 川 」 に 対 し て 「 漆 」 と （ 注 3 ) 諾
、、
、
、
を 選 び 、 漆 を 切 り 刻 ん で で き
るかさ↓かせ者と一句を構成
し 、 そ れ
に 対 し て 「 手 足 が 痒 そ う だ 」 と 付 句 を し た の で は
あ る ま い か 。
以 上 「 杖 」 は
「
技」の誤りだと私は考える。
次 に ② は 春 二 句 捨 て の
例であるが、春・秋の三句以上述
統 と い う こ と が 明 文 化 さ
れ
るのは文也元年の肖柏による式
目 改 訂 に お い て で あ り 、
こ の 俳 諧 百 韻 の 成 立 を そ れ 以 前 と
するか、
以後とするかによって、
若 干 そ の 性 格 は 異 な る 。
し か し 、 い ず れ に せ よ そ れ よ
り か な り 以 前 か ら 春 と 秋 の 句
は必ず三句以上迎続させるという意識で迎歌は作られ
て お
り 、 こ の 連 続 の 規 定
に対
す る 違 反 は 、
今まで見てきたよう
な 間 隔 の 規 定 に 対 す る 違 反
に比ぺ、
余 程 稀 な も の で あ る
（ 注 4 ) 。
従ってここに存二句捨ての例が見
え る こ と は や
はり普通ではない。
し か し 、 例
は間々あり、兼戟独吟と推
定される難波田千句の第七「何田」からも、
朽 の こ る 果 を
ば 穎 む 陰 も
なし
雑
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涙すヽむる秋風の声
秋
物おもへば雲のはたても身に入て
秋
われをせめくる人の面かげ
雑
のととき例（ニオ7?10)があげられる。
従って、
これも
決定的な難とはなし得ない。
⑬？⑰は人倫が打越で詠まれている違反五例である。
こ
．の
百韻には同字五句去りに対する迎反も、既に見たように
六例（⑫を除いて）存在したが、
同字五句去りに対する違
反は純正述歌においても五 程度あることもあるか
ら、
そ
れとは事情は異なる。
人倫が五度も打越で詠まれていると
いうのは、
例外的許容というには数が多すぎる。
従って連
歌式目の「可鎌打越物」中の「人倫」の規定は、
この俳諧
百韻では無視されているというべきである。
しかし、
それ
は、
先にも述ぺたように、
極めて卑俗性の猥厚な俳諧体で
全句を付けとおそう すればどうしても世事人心 有様に頌材を求めざるを得
ず、
その
必要上やむを得ずなされた無
視であり、
この作品の根本5意図を考えればまず納得でき
ることであり
、決して述歌式目全体の無視につながるもの
ではないと私には考えられる。
以上のととく考えれば、
迎歌の規則との関係上、
この作
品で
強い難となるのは、
⑩の「無」の語が打越で詠まれて
いるという
一点のみになる（注5)。
従って、
兼賊の俳諧
百韻に対する私の調査の結諭を言えば、
次のととくである。
この俳諧百韻を同時代の純正述歌と比較した場合、
確か
に普通でない点もいくつか存
し、
式目との関係では、
違反
の数はやはり多いと言うぺきである。
しかし「気随気まま
に」詠まれたものでは決してなく、
辿歌の規則にできるだ
け従おうとしているようであ
り
、違
反の程度は、
⑩の一例
を除いて、
純正述歌においても、
許容される範囲のも ば
かり
である
。ただ
し、
人倫については、
この作品の根本
の意
図のために、
必要上やむを得ず規則は無視されていると考
えられる。
宗祗にもまた「花にほふ栴は無双の梢かな」を発句とす
る昼字独吟百韻がある。
これは「玉梅集」に「ある人の所
望にて、
畳字の誹諧独吟に百句
せし時」として発句が採ら
れてい ものであるが、
これについて同じ調査をしてみよ
う。
その結果が表llであるが、
連歌式目に対する違反は次
のととくである。
①初オ6、
ニオ4、
名オ4と、「旅」の語が三句に用い
られている。
②三句以上続けねばならない春の句が三オ1の二句で捨
てられている。
③同じく春の句が名ゥ5i6と、
二旬で捨てられている。
9J”,
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④ ニ オ 11 と ニ ウ 8 と 、
七句以上を隔つぺき同季（秋）が
五 句 を 開 つ の み で あ る 。
⑤同じくニウ14と三オーと、
同 季 （ 春 ） が 僅 か 一 句 を 隔
つのみである。
⑥
ニウ14と三ォ7と、
七 句 以 上 を 附 つ ぺ き 「 涙 」 の 語 が
六 句 を 附 つ
の み で あ る 。
⑦ニオ9とニオ11と、
三 句 以 上 を 開 つ ぺ き
墜物が打越に
なっている。
．
⑧
三 ゥ 13 と 名 オ ー と 、
三 句 以 上 を 隔 つ ぺ き 降 物 が 打 越 に
なっている。
⑨
ニウ14と三オ2と、
五 句 以 上 を 隔 つ ぺ き 述 慨 の 句 が 打
越になっている（注6)0
.
、 、
、
、
⑩所 謂 て に を は の 類 で 句 を 終 わ ら せ る 場 合 、
同梱のもの
は 二 句 以 上 を 隔 て ね ば な ら
ない。
しかるにニオ13とニ
ウ ー と 、 て 留 め の 句 が 打 越 に な っ て い る 。
® 同 じ く 三 オ 9 と 三 オ 11 と 、
に留め
の句が打越になって
いる
。
⑫
初 オ 6 と 初 ゥ 3 と 、
同宇の語（知）が四句を陥つのみ
である。
⑬ 同 じ く 「 来 」 が 、
初 ゥ 7
と 初 ゥ 10 と 、
二 句 を 隔 つ の み 。
⑭
同 じ く 「 知 」 が 、
初 ウ 13 と ニ オ 2 と 、
二句を開つのみ。
⑮
同じく「待」が、
三 オ
8 と 一 ニ オ 11 と 、
二 句 を 隔 つ の み 。
⑯同じく「無」が、
三 オ 11 と 三 ウ 2
と 、
四 句 を 隔 つ の み 。
⑰ 同 じ く 「 見 」 が 、
三ゥ11と名オーと、
三 句 を 隔 つ の み 。
⑱ 同 じ く 「 心 」 が 、
三ウ14と名オ5と、
四 句 を 際 つ の み 。
⑲同じく「無」が、
名オ8と名オ6と、
二 句 を 隔 つ の み 。
⑳ 同 じ く 「 有 」 が 、
名ウーと名ウ5と、
三 句 を 隔 つ の み 。
以 上 の
二十例を数える。
兼載の俳諧百韻よりも更に違反
は多いわけであ
るが
、
数の多寡よりも、
重要なのはその違．
、
、 、 、
反 の 程 度 で あ る 。
実 は 、
事情は兼載の場合と決定的に違っ
て い る の で あ る 。
①
、
③ 、
⑥ 、
⑫ し ⑳ の 計 十 二 例 は 、
兼 載 の 俳 諧 百 韻 の 楊
合と事情はかわらず、
決 定 的 な 難 と は な し 得 な い （ た だ し 、
36 
この作品におい
て同字は五句去りではなくて二句去りと意
＿
識 さ れ て い る 可 能 性 も 強 い が ） 。
し か し 、
残る八例のうち、
凰は
ともかくとしてーー紙幅の都合上具体例をあげる
こ と は し な い が 、
同様の違反は純正迎歌でも極く稀に見ら
れるー_⑯而のよう
にて留めやに留めの句が打越になった
り、
⑤ の よ う に 同 季 が 打 越 に
な っ た り 、
⑨のように述挽が
打 越
に な っ た り 、
ま た ② の よ う に 春 の 句 が 僅 か 一 句 で 捨 て
ら れ た り と い う 例 は 、
違 反 の 程 度 が 甚 し す ぎ 、
純 正 迎 歌 に
お い て （ 私 の 調 査 し た 限
り、
確実な）例のないものなのて
ある。
そ ん な 甚 し い 違 反 が 五 例 も あ る と い う こ と は 、
とり
も な お さ ず 、
こ の 作 品 が 連 歌 の 規 則 に 拘 泥 せ ず 、
自 由 に 付
け進められたものであった
ことを示し
ているということに
なる。それでよいか。
先に私は兼載の俳諧百韻についてそれが迎歌の規則にで
きるだけ従おうとしていると述ぺた。しかし、宗祇の昼字百額を検討した結果は、それと矛盾するものである。こ矛盾をどう埋解すればよい あろうか。まず一っ、矛盾をそのま
ま受け入れ「兼載は辿歌の規則に従って俳諧百韻を
•作り、宗祇はそれ
に拘泥せず歴字百韻を作った」とストレ
ートに考えることができよう。また「当時の俳諧は迎歌の規則に拘泥しないのが普孤で、兼載の作品が規則に従っているよう 見える
は偶然的な結果に過ぎない
」
とも考え
られよう。ま
た「当時の俳諧は（独自の式目が
なかったか
ら）辿歌の式目にできるだけ従う
ぺきものであったが、宗
祗の登字百頷 場合、何らかの紺故によって原形が撰われその結果述歌の規則を無視しているような形となった」と考えることもできよう。
．
前二者なら論はここで尽きる。しかし、私は倣後の考え
方
が正しいと考
える。何となれば、宗祗の作品が迎歌の規
則に拘泥していないと判断する根拠となった決定的な違反例五例のうち、⑪を除 た四例
までが
、面の継ぎ目をまた
いだり（⑥⑨⑩）そこで途切れたり(®)している迎反だからである。
結諭を言おう。私は、この作品の現在の形は二折の表衷
が逆になっている
と考える。迎歌の恨紙
や
その写しを級じ
たり、それを巻子本に仕立てる際に、面の順序を迎えてしまうのは
有り得ることである（注7)。
今、論
に係りの
あ
る初折裂から三折表に
かけて、現在の形の接続状態を示
す
と、次のととくである。※（）内は特に甚しい違反の数冒〗□叩叶ー
〉違反一例。
二□
〈
違
収
ニ
エ
例。
正
[
、永
き
日を活計
なが
ら
昨さば
や
迎
反四③例。
三オ私が本来のものだと考
える
形は次のとと
くである。
初ウ
―I頻む余命は抜も唇ど
これな
らで断簡もなき世を捨て
ニオ(+三句略）
-老のなみだは俯怠こそせね
違反なし 違反なし
言末もは
や庄弱に年たけて
ニ
ウ（十三句賂）濱るならひの春の周章
永き日を活計ながら経さばや
三オ
述欧式目との関係では、私の推
測する形の方が
よいこと
は議論の余地があるまい。隣り
あうことになる二句間の付
合も、現在 形だと、初折衷から二折表はまずうまくゆくが、二折の表から衷、二折衷から三折表は、どことなくぎくしゃくした感がある。特に「春の一日をのんびり在したい」という三折習頭の句の前に
梱か
れるものとしては、現
存状態の「とめどなく老 涙が流れる」と う句は、探刻すぎ
る
と言えよう。ここはやはり「帰るならひの名の周章」
の句が
来てこそピッタリする
というものである。他の二か
所も
、私の推測する形だ
と非常に
うまく付いている。
以上のように、宗祇の覺字百韻の現在の形が本来の形の
二折の表裏を違えたものであることは、私にはほぼ確かなことのように思われろ。それを本来の形に戻す
と、全体の
違反例は十三例、うち甚しいものは⑪の一例のみということになる。これは兼載の俳諧百韻の湯合より少ない数である。そして、兼戦の作品において人倫 規定が守られてなかったように、 の作品においては同字五句去りの規定が
違反なし
注5 注4 注8 注1 二句去り程度まで緩められていると考えれば、後は⑪の一点を除いて、ほぽ
迎歌の規則にできるだけ従おうとしてい
ると言うこと
ができるように私には思われる。
以上、先学の御叱正を願う次第であろ。
即峻碩隆
氏
小学館版日本古
典
文学全集
r
迎歌
俳
諧
集」解説二三2二四ページ。発句「花よりも実こそほしけれ桜鯛」には、
「花
」
と
いう照もあるが「桜」
の語
もあ
る。
このような句
は一座三句物の「桜」の句とされ、花の句とはされない
のが昔から
の習偵である。
「述珠合壁集」の中に「川」と「漆」が寄合
である
という記述がある。この点について
「巡歌における春・秋の句の三句
以上迎続の制約化の時代について」（津山工菜高等専門学校研究紀要第十八号）で詳細に検討し
た。
「無」が打越になっている例としては、有名な三無頴三吟から「見しはみなふるさと人
の跡もなし
（初
ゥ13)」 色も
なきことの葉をだに哀しれ（ニオ1)」
という例があ
げられる。しかし、「跡も
tl
」
が
．
「跡も引U」となっている本が多く、確実 はし得ない。他に、「三品千句」
などからも数例があ
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げられるが、
いずれも誤筆の可能性のあろもので、
確実な例ではない。三オ1の「永き日を活計ながら森さばや
jも述懐と
考えると、
辿続三句以内と規定されている述恨の句
がニウ14から三オ4まで五句辿続する結果となる。迎反の程度はこのほうがひどい。例えば最近金子金治郎氏が紹介された本能寺蔵「落菓百頷」など。
※兼賊独吟俳諧百頷、
宗祇独吟盈字百韻のテキストとして
は、伊地地鉄男氏が書陵部紀要第三号に翻刻なさったものを用いさせていただいた。�ト，9A»�`/iE-�
｀．i,'ー・
j.9,J9..9t[
＇\9ヽr
,1J
，ー＇，ヽ‘‘._
. 9‘,‘.‘、う｀’
しート，
9
＼,‘卜
·`9..9.
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恋 恋 恋 恋
旅 旅
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ら 大 る り を を み し ら つ ほ は は せ 古 と ぬ ぬ る と
鼓 ヽ 有 れ み に の は の は 坐 在 う さ も 道 船 つ こ
声 を 身 な 堂 れ 捨 時 紅 物 ら 染 家 な と 宿 の の ら ろ
そ 聞 こ と 寺 は る や 葉 を の に 禽 か の に 悲 わ の にし 計 そ 祈 の 迅 み 昭 し ＜ 里 よ ら つ 独 し た に
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る け て る さ り れ つ に よ 入
れ て > 
秋 秋 秋
恋 恋
旅 旅 旅 旅
述 述
降
名
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釈 釈 釈
山
水
居
△ 獣
△ 
人 人 人 人 人 人 人
て ん て て
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旅
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l. l l U l 
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届 店
衣
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ち は と ね ぁ っ は ら 物 き ん 春 を さ の そ ぬ り ほ な
て 誰 の り れ き ょ か す 火 き の 取 ぬ も め し‘ か う ＜
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降
神
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よ か こ ひ 鹿 き ら か を や る る み 醤 かし り さ 鳴 ぬ し 慰 れ ヽ 雁 れ な
る て 世 ま と
に ら に ん し
ん て
： 
秋 秋 秋 春 春 春 春 春 季
恋 恋 恋 恋 恋 恋
旅 旅 旅
述 述 述憧
光 ： 光 光物
降 降 降物
： 斑 聟物： 
名所
： 
神祇： 
釈教
山 山類
：水 水 水辺
； 居 居所
： 衣 衣類： 
獣 砧 動物
： 木 木 植物： 
人 人 人 人 人 人倫
に ん て に ん て 匝
： 
田 歩 月 舟 月 比
⑬ ⑬ ⑫ 
： 
慕 違
反
•9
,‘、
-72-
2 1. ＾ 14 13 12 11 10 ， 8 7 6 5 4 3 2 1 ＾ 14 13 12 11 
隠 こ 折 帰 翡
＾ こ 涙 [ こ 人 な 又 あ 暮 B 行 折 頼 後 桜れ 衷 る の を な は に こ し し の 『 表 む の の あて な な の 句 ま さ 雲 た な と と 繕 て 中 魯 春 雪 ます ら I ら 枝 欠 ヽ そ に も と > 菓 頭 も を は I 又 や り
ま て 正 ひ お 、/ に ふ し 故 我 む 卒 や し‘ た や 正 は 参 不は 断 し の ら あ 秋 は 蹄 を れ 爾 旅 か に 屠 し tf ？ 慮門 ＜ 春 さ た か し あ 上 と な の ヽ ． し ＜ には の し ら せ は た 表 承 か ぅ 勝 ら に は 幾 し ふ なの な 周 と 朦 は 月 り す t| ら か 事 ぬ 年 ほ ら る るき 折 章 警 惑 奇 の 憂 る も れ の 生 た 折 と ぬ らま 世 表 固 の 怖 阻 中 や な z め 閤 荏 け 衷 身 ん 閤を か し よ 居 覧 し 因 て か に‘-/' て も し て 、ミ•‘ て
て は て
れ
： し
；春 春 秋 秋 秋 春 春 春
恋 恋 恋
旅 旅
述 述 述 述 述
： 光
△ 
： 聟 笠： 
山
： 
： 木 木 木： 
人 人 人 人
： 
て て て ん て て に ん て
： 
涙 月 枕
® ⑲ ④ ⑦ ① ⑭ ⑭ 
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さ た 露 夢 猿 や 捨 我 永
塁
老 在 匹 風 さ お み 雪 そ か 秋 g ら '). 酒 の 間 ま け 生 き の 明 の な て り て に の せ の
に 忙 そ 即 よ は ろ 前 日 ヽ� な の 雨 ら も ふ も と 眺
．
こ 訴 に
身 然 て 爾 り 究 に の を み 明 そ て ま し な ふ 望 > 訟 >
の と も は 月 党 身 お 活 た 鋭 悶 所 と． は ＜ 人 も に は 丁
休 人 大 秋 は の の も g は な 蜜 見 と 腐 さ は カ） 荻 さ ？ 息 そ 略 の 光 か 進 ひ 悸 ら に は は む 慇 は の ら
も ま ぬ な 陰 ＜ 退 て か 怠 す ふ し ‘ し な 文 志 る あ に てせ た れ ら す れ の は ら こ 闘 ろ か ら し は の ふ る う か
す る 渡 は る 所 極 な 荘 そ 夜 '> ぬ と 裳 至 る カ＞ き ま
恋 > り し 物 そ て し さ せ に 山 附 思 翫 り 里 と 中 た
し を は ね さ 心 ふ か 披 ろ
き や ＜ ま や 露 iに J ら て し
て
秋 秋 秋 春 春 春 春 冬 秋 秋 秋
恋 恋 恋 恋
述 述 述 述
光 光 光
降 降 降
笠
山 山
衣
木
人 人 人 人
に て に て ん
涙 歩 月 涙 月
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l 名
月
塁
う 長 盃 行 け 腐 う 独 す 露 さ 所 み 限 折 心 ？ す こ なき 雨 て に ら す こ ほ も か た は 衷 あ は なの 、一 世 に 応 み も の ゃ む し と 且 ら れ け 、- ↓り 哉 初 たし 9 心 慮 な む ろ さ ま 身 の も 月 の に 酪 雪 に し‘
つ は 外 る 花 こ し し は 魯 利 の も な 慇
： る 酎 に は つ
猶 に 屈 も し も き 吏 潤 す 都 き 懃 ：人 迄 言 退 ょ
も 墨 れ 名 の ¢ は 幹 も ぉ ま 比 は を の は 語 転 i 別 僻 の 家 誉 遼 ょ に 心 も の に ムっ 先 悶 し 同も 案 袖 の の 遠 所 そ も こ ふ 秋 ゃ の と ら 断 な
み ぬ 春 吉 の ？ の 成 そ に 風 替 静 し す ＜ れ 野 国 売 ぬ ひ 塩 る 謹 て と 待 ぬ
ぬ て 山 せ 貿 ヘ け 焼 ら も つ ら
ょ て し て ん る ん
に : · に
： 
冬 春 春 春 秋 秋 秋 冬
恋 恋
述 述 述
光 光
降 降 降 降
名 名 名
： 
山
水 水
居
衣
； 
木
人 人
に て て て ん て； に ん
月 月
魯 ⑱ ⑧ ⑰ ⑯ ＇ 
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今 わ 咲 あ 遠 き 文 名 わ む 松 何 は そ し 恨 も 先 道 ？ 竹残忠 の す そ ら て の 字 衷 か ら や 閉 し の の に と と· 遠 のIC. 御 れ む 荒 も ふ の き 萩 紅 め あ ヘ も の ヘ け な 盃、-か 代 か る 涼 ち け 宿 ほ の 菜 遵 て た は け ち は な き
な し‘ た 花 や か ふ 誰 と 花 の 行 人 り 機 に き 心 る 野 は
ふ つ き に 武 き と も こ 族 か ほ の 徘 舷 は り 昂 旅 は 雪
人 の は 際 蔵 は て 梢 そ は け し 笥 徊 は 思 の 風 の ご のは 時 春 限 野 窟 過 古 身 今 そ き 策 し か ひ 媒 の 窮 嘉神 よ の よ の 士 る の に の 逍 月 も つ り に 介 宿 窟 に
妙 り 英 も 原 の 光 有 器 盛 遥 の 哉 ヽ か 和 は な 悶 に超 雄 あ 奇 陰 ヘ 用 に 硲 明 た 睦 な
ら 特 き ；な て す き し し に て
し し に に ；れ 夜 ょ てて て に
春 春 秋 秋 秋 冬 冬
恋 恋 恋 恋 恋
旅 旅
： 光； 
降
名 名
： 
山
： 
木 草 木 巴 竹
人 人 ； 人 人
て て に て に て に て に
松 月 松 竹
③ 畠 ⑳ ⑲ ⑱ ① ⑲
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表中に△で示したのは、
語としてはそれに相当するが、
句の仕立によりそれをの
がれているものである。例えば
表Dの初衷第十二句には「雪」の諾が含まれているが、
これは本体は「桜」であるので、
降物に
はならないという
ことである
。
注2
下に①<⑰①ー⑳として示したものはヽ
本文中に
あげた迎歌式目に対する違反の例であるo
特にはなはだしい
違反と判断されるものは、
二誼丸で囲んだ。
注3
全体的に一句としての意味のとりにくい句
や、
判断に迷った点も多く（特に恋・述槻）、
誤りの多からんを恐る
るものである
c
注4
表ーの名残裏第三句の「杖」は本文でも珀れ ように「枝」、
また、
表Dの名残表第二句の「雪」は多分「箱」
の誤りかと思われる。
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専修国文
第二十七号、
第二十八号（専修大学）
短大論巣
第六十六渠（関東学院女子短期大学）
地域文化研究
第四号（甲南大学）
中央大学国文
第二十
中古文学論孜
第一号（早稲田大学大学院）
・
・中
世文学研究
第七号（中四国中世文 研究会
．中世文芸論稿
第七号（龍谷大学）
通信
第三十九号、
第四十号、
第四十一号、
第四十二号
（東京外国語大学）
鶴見大学紀要
第十八号
（津山工菜高等専門学校講師）
東海学園国語国文
第十九号、
創刊二十号記念、
第二十一
号（東海学園女子短期大学）
同朋国文
第十四号（同朋大学）
宮山大学人 学部紀要
第四号
宮山大学教育学部紀要
第二十九
南山国文論集
第五号（南山大学）
日本語と日本文学
第一号（筑波大学）
日本文学
第四十五号（立教大学）
日本文学研究
第十六号（梅光女学院大学）
日本文学研究
第二十号（大東文化大 ）
日本文学研究
第十二号（帝塚山学院大学）
